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平成２８年度第２回鳥取県特別支援学校における医療的ケア運営協議会の概要

について 

 

平成２８年度第２回鳥取県特別支援学校における医療的ケア運営協議会の概要について、

別紙のとおり報告します。 

 

 

 

 平成２８年１０月１９日 

 

 

 

 

鳥取県教育委員会教育長  山 本 仁 志 
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平成２８年度第２回鳥取県特別支援学校における医療的ケア運営協議会の概要について 

特別支援教育課 

 

 本県の特別支援学校における医療的ケアについて、実施体制の整備と充実に向けた検討をするた

め、第２回鳥取県特別支援学校における医療的ケア運営協議会を開催しましたので、その概要を報

告します。 

 

１ 日 時   平成２８年９月２日（金）午後２時から４時まで 

２ 場 所   西部総合事務所 

３ 協議内容 

（１）常勤看護師配置の検討について 

 

 

 

 

 【意見】 

 ・アンケート結果から、保護者や教員の安心感につながっていることがわかる。 

 ・健康面や安全面の配慮が進んだと感じている保護者や教員も多い。 

 ・常勤看護師が配置されて組織だった動きができるようになり、行事の検討等で校内の連携が強

化されている。 

 ・看護師を統括する常勤看護師が配置されたことで、連続して子どもを見ていく体制づくりが推

進され、保護者や主治医等と連携していくことができるようになっている。 

 ・中部は学校と病院が離れているので、常勤看護師が配置されると保護者としては安心する。 

  

 

 

 

 

（２）医療的ケア啓発リーフレットの検討について 

 

 

 

 

 【意見】 

 ・医療的ケアの処置内容例は、具体的になりすぎない方がよい。 

 ・自立活動内容例は読み手が誤解をしない表現にしていく必要がある。 

 ・合理的配慮としての医療的ケアを捉えていくことも考えられる。 

・吸引等の処置をすれば大丈夫なのではなく、教育的見地から子どもの状態を見極めて健康の維

持・改善を図ることがわかるとよい。 

・家庭で行っていることと学校で行うことはイコールではないことが伝わるとよい。 

・このリーフレットを基に、保護者と学校が個々のケースに応じて合意形成できるようになると

よい。 

・医療的ケアの考え方を示したリーフレットだけでなく、実施上の手続や準備物等の詳細がわか

る資料も必要となるのではないか。 

・特別支援学校で行う医療的ケアをイメージ図にすると伝わりやすい。 

 

 

 

 

【提案】 

 鳥取養護学校における常勤看護師の配置に関するアンケート調査結果を報告し、配置の有

効性について意見を求めた。 

【提案】 

 特別支援学校に在籍している及び就学する予定の幼児児童生徒の保護者に向けた医療的ケ

アリーフレットの案を作成し、意見を求めた。 

【方向性】常勤看護師配置の効果は非常に高い。アンケート結果による保護者や教員の安心感や

満足度、体制面での成果、子どもの教育に期待される効果を踏まえて、常勤看護師配置の

拡充に向けた要求を行う。 

【方向性】意見を基にリーフレットを修正し、委員に最終確認を求めた上で、最終版とする。実

施上の手続や準備物等がわかる資料については学校と相談して作成する。 
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（３）指示書様式の検討について 

 

 

 

 

 

 【意見】 

 ・細かく書きすぎると難しくなるため、体調や季節に応じて調節できるように上限と下限を記載

するなど指示書に記載してもらえばよい。 

 ・書式は項目追加が可能なので、学校と主治医が調整するとよい。 

 ・「その他」の記入欄をうまく活用すると必要な情報が記載できる。 

 

 

 

 

 

（４）その他 

・新たな学びの場の検討については、参考になる施設等の視察を行い、次年度に具体案を持って引

き続き検討する。 

・合理的配慮として、医療的ケアをどのように捉えていくのか考えていく必要がある。 

 

 

【参考】委員等名簿 

（１）委員 

氏  名 所   属 備考 

汐田 まどか 

（しおた まどか）   

鳥取県立総合療育センター 院長 

 

 

 

星加 忠孝 

（ほしか ただたか） 

鳥取県立中央病院 小児科医長 

 

 

 

勝田 睦子 

（かつた むつこ）   

鳥取県立皆生養護学校 元養護教諭 

 

 

 

水田 弘見 

（みずた ひろみ）   

広島県教育委員会特別支援教育課 総括指導主事 

 

 

 

田畑 有望 

（たばた ゆみ） 

鳥取県立倉吉養護学校 保護者 

 

 

 

仲野 真由美 

（なかの まゆみ）   

鳥取看護大学 准教授 

 

欠席 

 

玉崎 章子 

（たまさき あきこ） 

鳥取大学医学部脳神経小児科 助教 

 

 

森本 靖子 

（もりもと やすこ） 

公益社団法人鳥取県看護協会 元専務理事 

 

欠席 

 

岩田 光冬 

（いわた みつふゆ） 

鳥取県立鳥取養護学校 副校長  

（２）オブザーバー 

氏  名 所   属 

高田 治美 

（たかた はるみ） 

鳥取県福祉保健部子育て王国推進局子ども発達支援課長 

 

【提案】 

各学校の状況を確認したところ、学校と主治医が相談して指示書を変更・調整している学

校がある。指示書の改正案を作成したが、県全体の様式案の変更をした方がよいか意見を求

めた。 

【方向性】「医療的ケアが必要な県立特別支援学校幼児童生徒習事業実施要項」で、実情に応じ

た形式に変更することができると定めているので、様式例の変更はしない。学校には変更

可能な旨を再度周知し、担当者会等で変更例や記入例を伝えていく。 


